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書籍『マーケティングフレームワークの功罪』発売について 

 
このたび、当社代表取締役社⻑ 菅恭⼀の執筆による書籍『マーケティングフレームワークの
功罪』が、株式会社⽇経 BP より発売されることになりましたので、お知らせいたします。 
 

 
 
 
■ 書籍の概要 

近年、多くの企業が世に知られた様々なマーケティングフレームワークを導⼊していま
す。しかし、その多くが、フレームワークを成果に結び付けられないという壁に直⾯していま
す。導⼊だけで終わり、実⾏に活⽤しきれない。組織全体で共有されず、個々のプロセスに埋
もれてしまう。結果として、再現性のある組織の競争⼒や⼈材育成の仕組みを築けないという
課題に悩んでいるのではないでしょうか。 

BICP は 10 年以上、クライアント企業の伴⾛⽀援をおこなうなかで、「なぜ多くの企業が
フレームワークを導⼊しても成果につながらないのか」という問いに直⾯してきました。古典
や実務家の思考やフレームワークはいずれも素晴らしいものが多いにも関わらず、パフォーマ
ンスしきれない現場があるのはなぜか？が本書執筆の起点です。 

型を学び、型を破り、型から⾃在になることが、マーケターとして、企業として独⾃の競
争⼒を⼿に⼊れることなのだ、という仮説のもと、「守」「破」「離」を軸にフレームワーク
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との向き合い⽅を解説しています。 
本書は単なるフレームワークの導⼊指南書ではありません。マーケティング組織が「借り

物」に依存することなく、⾃社独⾃の競争⼒を⼿に⼊れるための思考法と実践プロセスを提⽰
するものです。「成果を出す組織」と「形だけの取り組み」に終わる組織の違いを明らかに
し、次の⼀歩を踏み出すための指針を提供します。 

「フレームワークは永遠のベータ版」という前提に⽴ち、完成されたものではなく、磨き
続けることで、⽣きたものと機能し、結果を出し始めます。本書では「守」「破」「離」のプ
ロセスに取り組む先端企業であるダイキン⼯業株式会社、株式会社 I-ne、ヤマハ株式会社の具
体事例からフレームワークを⾃社の競争⼒として⽣かし切るまでのプロセスも解説していま
す。 
 

 
＜⽬次＞ 
 
第Ⅰ部 フレームワークへの期待と失望 
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第６章：組織の競争⼒を⾼めるプロセスデザインという思考 
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第Ⅳ部 「守破離」の実際 先端企業の事例 
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■ 著者プロフィール 

株式会社ベストインクラスプロデューサーズ 代表取締役社⻑ 菅 恭⼀ 
2004年、朝⽇広告社にてデジタルマーケティング組織を起案。10 年間マネジメントを⾏った
後、2015 年 4⽉、デジタル時代のマーケティングプロデューサー集団、株式会社ベストイン
クラスプロデューサーズを創業。「マーケティングの⼒で、⼈⽣を楽しめる⼈を増やす」とい
うビジョンを掲げ、VMV策定、⼈間理解、価値設計、市場定義、顧客体験設計、RFP、チー
ムビルディングなど各プロセスで⽅法論を開発し、クライアントサイドに⽴った伴⾛型⽀援を
⾏っている。 
マーケティング分野のカンファレンスにも多数登壇。ad:tech Tokyo 1st place moderator、マー
ケティングアジェンダ沖縄プレゼンテーションアワード3年連続優勝、宣伝会議教育講座講
師など。 
 
■ 株式会社ベストインクラスプロデューサーズについて 

BICP は“デジタル時代のマーケティング・プロデューサー集団”として 2015 年 4⽉に創業
しました。現在は、“マーケティングの⼒で、⼈⽣を楽しめる⼈を増やす”というビジョンを掲
げ、東京、⼤阪、住⽥、ニューヨークの各拠点が連携しながら、クライアント社内のマーケテ
ィング組織メンバーの⼀員として、伴⾛型のスタイルで①マーケティング戦略プランニング、
②チームビルディング、③プロジェクトマネジメントの⽀援をおこなっています。2018年 10
⽉には、データ活⽤⽀援を強化する⽬的で株式会社ビーアイシーピー・データを分社化しまし
た。プライバシー規制時代のデータ活⽤戦略策定を、企業理念や顧客ベネフィットの視点で再
構築するアプローチをとりながら⽀援をおこなっています。また、2023年 7⽉には地域や中
⼩企業への⽀援に注⼒するために住⽥オフィスを分社化させ、株式会社ビーアイシーピー・ハ
ナレを設⽴しました。グループ各社の資源を組み合わせて、マーケティング思考による市場創
造と最新のデジタル潮流を踏まえたプロセス⾃体の変⾰、双⽅の視点を持ってクライアント企
業を伴⾛⽀援しています。 
 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社ベストインクラスプロデューサーズ 広報担当 
【TEL】 03-6416-1690 【E-mail】 info@bicp.jp 
【住所】 〒150-0021東京都渋⾕区恵⽐寿⻄ 1-32-16 COMBOX 5F 
【公式サイト】 http://www.bicp.jp/ 
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